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西洋中世写本の複製（ファクシミリ）について

折　田・洋　晴

　筆者等は本誌第51号（1999．10）に「国立国会図書館所蔵複製インキュナブラ目録」

を掲載した。その時から、西洋中世の写本（マニュスクリプト）め複製についても同

様の目録を作成する計画を立て、この度完成したので本号に載せている。ファクシミ

リ本は近年、非常に精巧なものが多数刊行されるようになり、．ひとつの確立したジャ

ンルとなっており、これを熱心に収集する図書館も多い。ここでは、ファクシミリ本

出版の簡単な歴史とその書誌、あるいは各図書館でのブァクシミリの取り扱いにづい

て述べてみたい。

　ファクシミリとは

　前にく本物とそっ・くりのものを、短時間で大量に作ること〉こそグーテンベルクが

印刷術を発明した目的であったと書いた。実は、facsimileとは「似たもの（simile）

を作る（faeere）」ζいう意味で、　OEDによれば初出は1691年である。すると印刷術

とは効率的なファクシミリの技法であると言うことも出来よう。・『42行聖書』につい

ては、そのモデルとなった写本が特定されているわけではないが、米国議会図書館に

ある『マインツの大型聖書』のようにテクスト・書体・造二三特徴の似た写本も見付

かっている。・実は写本同士で似ているものは多いのであるσ　　t－

　12月25日をキリストの誕生日として祝った最古の記録として知られている『フィロ

カルスの暦』はもともと4世紀中葉にp一マで作られたものだが、9世紀のカ1ゴリン

グ朝時代に模本が作られ・その模本を基。・・16世紀に入6て何度も手で綴さ緋写

本である。4世紀、』9世紀のものは現存せず、↓6－17世紀の摸本がローマ法王ダマ■

ス1世（在位366－84年）に仕えた能書家フィロカルスの名を伝えているのみであるが、

彼の書体はカタコンベを飾るダマススユ世の碑文に残ってい為。模本としては、1620

1年にフランスのコレクターN．d。F．　de’　Peiresc（1580－1637）が作らせたものが有名で、

現在ヴァチカン図書館に蔵されているが、Peiresc‘は当時流行し始めた古物研究のた

めファクシミリを作らせたので回る。また彼は、現在英国図書館が所蔵する5世紀の

写本『コットン創世記』の模本も作成したが、未完成に終わった。このように手で写

二1・



す方法で複製を作ることは古く傘ら行なわれて来たし・印刷三三明後も行なわれた。

　　しかし印刷術の発明により同Pものを大量に作ることが出来るようになると、活字

の書体は標準的なものへと一本化されて行き、活字とは異なる書体はヴィジ丘アルな

印刷技法である木版画、銅版画（エングレ，ニヴィング、エッチング）．ゐ印荊技法が取

られた。1583年にイ≧ゴルシュタットで刊行されたLibeγ・precαtio7zump　qzLαs　Cαr，oliLs

’0αlvus　imperator．。．は現在ミュン「ヘンのSchatzkamm¢に蔵されている9世紀の写、

本『カ；i一ル禿頭王の凹凹書』を部分的に銅版で複製しているし、1626－33年にアンド

ワープで刊行さ、れたM’ ｿrtyrologiZLm　Hieronyntαimm・は土ビテルチッハにある写本

を銅版で複製・したものである。あるいはl1697年にラランクフルトで刊行されたH．・』

G・・v6n　ThUleMeyer：Trαctdtio　de　BntZα　d2Lreα　1・・は現在ウィ1一ンOPオーストリア国

、立図書館に蔵されている1400年筆写の写本『金印憲章』（Ms・338）』を銅版で複製し左

ものを含んでいる。このように、17世紀にテクストだけでなく書体までも複製した書

籍が刊行されたのは、’ 鮪梛ﾟ代古文書学が勃興しており、本文批評という考え方が始

まりつつあっ・たことによるので．あろう。最初の古文書学の教科書であるJ．Mabil16n：・

Deγe吻Zomα伽α．（ParisJ68L・邦訳『ヨーロッパ中世古文書学』’2000）は写本の・

様々な書体をP．Gi，ffar七の彫った銅版挿図で示している。また、カリグラフィーの研

，窒書と・レて有名なD．M．Servidori：Reftexione8　sobTe・tα　verdαderα　arte　de　escribir

（Madrid，1789）． 熹¥書の豊富な実例を銅版樟図で示している。　　．

　しか」襟製技術に大きな変革をるたらしたのは1・ほぼ同時代に起きたA・Senefelder

（1771－1834）による石版印刷術（リトグラフ）②発明（1796）』とJ．N．　Niepce（1765－

1833）による写真術の発明（1822）であった。折からの書誌学研究の興隆とあいまっ

て・新技術を用いた写本・初朝印刷本の複製が多数刊行．されるようにな駄愛書家の

集まりであるロシドンρロクスバラ1クラブが稀書の複製を刊行し始あたのも、Al

de　Bastard　d？Estang：　Peint＠res　et　orneTnents　des　mqnuscrits　（1832－69）　，　N．Shaw：

ltlzeminαted・ornαments（1833）のような着色石版画による彩色写本の挿図集が刊行，

されたのもkこの時代である。「19世紀後半にはコロタイ・プー（！855）、写真凹版‘（18プ5）、、

網目ろクリ．一ン（18S6）という印刷技法も発明され・古文書学研窄用に古文書の複製

資料集のようなシリーズが刊行さ．れ始める。さらに20世紀．に入るとオフセヅト印刷が

発明され』（1904）、写真技術と組み合わせるこ．とにより精巧な印刷複製が可能とな．り、．

豪華な美術書や完全なレプリカ（全体が複製され、・サイズや色彩も忠実に再現されて

おり、製本の状態もオリジナルと同じにしたもの）を多数作6こ．とカ『可能となった。、

現在では非常に高度な印刷技術を利用した複製本が刊行されており㌧紙もオリジナル、

の手触り「と同じものが作られている。、　　　tt　♂

　資料保存の観点から刃大ぎな写本コレクションをマイクロ化することも広く行なわ

れ、商品化もされている。さらには、「最近のデジタル技術の発達により、写本や古版

本もデジタル化さμで・・CD－ROM形態で刊行されたり・イジタ’一一・一ネット上で公開さ

れている。これらもオリジナルの複製であるので、ファグシミリであると言えるだろ
う。　・．’．．ゴ』　　1一一・
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　日本の古典籍に？いてもファ，グシミリが多数作州さμており、、そρ技法により模写、、

模刻・即刻・、：影印等ど呼ばれてい．6　9模写では．『平家納経』等の副本作成者・E日中親．．

美（1875－1975）．によるものが有名で、『佐竹本三十六歌仙絵巻』．（1984）’ 剿ﾍ写から

の複製本も刊行されている。模刻は古写本を透写したものを版下にして木版印刷．した

もので、・『本朝名公墨黒』（1645）K『慶庵手鑑』（1651）のように古くか・ら古筆の模刻

がされている。大正7年から昭和17年にかけて刊行され々稀書複製会による複製シ

リーズは原本を版下にした復刻が多v｝。’しかし写真技術が高度化すると影印、即ちコ

ロタイプ版あるいはオフセット印刷によるものが増え、「四刻日本古典文学館」や「日

本古典文学影印叢書」は有名な叢書であやく影印版の一覧としてr国語学大辞典温（東

京堂出版．1980）の巻末に「影印本書目」がある）・、専修大学1ヰ1979年より所蔵する蜂

須賀家本等め複製を順次刊行しており、最近では『平治物語絵』（2002）『信貴山導起

絵』（2002）のようにデジタル技術を用いた豪華な複製も刊行されている。またイン

脚下ネッ・ト上で公開されている古典籍も多い。

・古文書研究としてのファクシミリ

　中世において、写本を作る技術は文字を書く写字生や縁飾りを作成するイリュ・ミ

ネー愛心に．よって担われた。写字生の実態はそれほど明らかになっているわけではな

いが、自分はこういう書体が書けるという広告文書がいくつか賎っており（例えば、

Johannes　vom　Hagen，　Hermann　Strepel，　Rgber七us　de　Ts等によるもの）、読み．；書

き・そろばんという3．Rを教えるのが職業であった人達もいる。当時、』書く技術を体

系的に教科書化することはそれほど行なわれていないが、造本ではグーテン・ベルクの

r42行聖書』の彩色の手本として．・14SO年頃作られたrゲッチンゲン・モデル・ブッ・

ク』という写本が使わμたこどは有名である。1510年頃、アウグスブルクのべネディ、

クト僧Leonhard　Wagper（1454－1522）はPOIobα　centiLm　scTaptzLrαTzLmという習字

帖を作成したが、これは様々な古書体を100種集めたもので、この中で彼自身もフラ・

クッア体と呼ばれる書体のデザインを行ないKそれは活字化され、その活字でマクシ

ミリア・？・1世の時期書が1Q部限定で印届Uされた（Augsburg，1514）。．この爵号書は欄

外をpurerやAlもdorfer、℃Tanach≒いった著名な画家たちによりi装飾’されたが、そ．

れ信まさに中世の副帯書の雰囲気そのものを出すための・手の込んだ書物作門下で

あった。一

　印刷本が普及する中で1活字をデザインする観点から、過去の書体を集めた本が刊

行された。16世紀イタリアで刊行されたG．B．pala七ipo：Libro．碗。⑳o♂乞mpαrα蛇α1

scrivere．　tzLtte，sorte，letteTe　（1540）　，　G．Tagl・iente：　Lo　presente　tibro　．insegna　ta　verd　，

arte　de　lb　e．xc’ellente　scrivere　（1550）　，　V．　Amphiareo：Opera　…　nelZ．a　qofaZe　si．in3egna．　’

d　scriveTe　varie　l！oTti　di　1．ettere『（1554）は有名であるgしかし、印刷本は書体の統

≒を促し、古い書体を読み書きする機会は減って行く。こうした中で、．古写本や古文

書を正確に読む学問どして古文書学（palieography）・が成立して来るので．ある』。・． O出
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pJ・．Mabillgn（1632一・一1717）1ヰ公文書め真贋の判断だけでなく、．古墨四二般につい七、

．物理的調李やテク．ス．トの調査により作成時代や作成地を判一定する方法を確立し、以．

後・Bd・、M・ntfau・6・・．P・1…9・g廊・・Graecq・（P・・i・，170S），．A．．M・ti…E・c・・elq

P・Z・・9吻ん晦．（M・d・id・．1．780），Tl「ASt1・・Th・　Ofigin．伽ゆ・greSs，．・！．　w・iting　’

（L・nd6n，1784）のタ．うな研究書が刊行されている。それに伴い、．古文■書学を教える

機関も翠立され・下イツでは18Ql年にゲッ．ティングン大学に古文書学の講座が設躍さ

れたじ～フランスでは，182三年に古文群校（E・・1・d・・6h・rt・・）．．が創られた。

　．この時代はり「トグラツや写票術ρ杢明と重なり、フラ．ンス古支書学校は早く．もユ835、

．一
S0年1こ，．妙文図書館．（Bibli6やh6que　r6yale）蔵の古記録¢）iJ．トグラフによる複製を開’

細し℃いるし・・i・880－87年には蚕飼書学教育目的にフ．アク．ジミ』リ勢州ec也eπ4eノαc．

「『tTrZi16s　h　1’μ5αbe　de　1”Ecole　de’s．chαrtesを刊行し◎～る。．．

フア妙ミリではない力駅．．歴史史料を隼飢て活期した刊行物も18世s己から干崎

さ纏おρ．・．イ．タ11アの蝉集Ll　A・．　M噂t・・i・砺um翻¢・霧粒晦卿e8や回ツ．

麟翻：慧凹榔吻は定評置綿レ∵岬等

　ファクシミリの刊行状況

　　　1複製本の刊行が盛んにな：るきつP≦け．は、前出のロクズバラ．〃・ラブ（18i2年設立〉』．

　　’による高運り複製刊行である。伺．クラブでは会員が自らの蔵書め複製を刊行すること

　　を義務付けら乳・．1814年から今日まで250点以上の複製を刊行して来ている。．写本・よ

　　卿刷本噸広筋が多いが・iThe　Blabk　”Prince，　w・i七七・h　i・F・en・h，．　by　Ch・nd・・

@Herald　．（184．2）　K　’　The　Apoca（，ypse　bf　Sti　」ohn．　’（1876，　））’，　J．’Mielot：　Les’・Miracles’de　’

　　踊・D・嘱1885）・ナん・抽6諺P・吻乞・αt（1902）一、Th。　T。画0。tleg。　Ap。。αlyt6。．

　　（1909），．Tん・S．h・Tb・me　Mi88at．．（1920）．等は同ク7ブ初期の写本複製である。．

　　　19世紀後半に挙ると複製技術が発達し、多くの複響が刊行されるよ、うになる。1873

．．．年に｝ま’P易laeograph．iρa1　Soe・i6七yがFα乙s，irniles　of　mμnofscr’iPts，．αnd．inScriptio．nsと、

．V・憤糠を1・　’i9・3年には弓！き続きN・w・P・1・・6gtaPhi・・1　S・・i’・・yがF磁纏・9！．、

　　απC乞e自乗απU8C吻詐8を刊行トてvlるが、1．．これらは古文書研究者向けの資料集あるい．．／

　」ば読解の教材としての複製であるPイタ1）ナでは1882年か．ら．Archibi・Pαleqgrαfic・

　　itαZian9という業書が・スイスではユ954年から．6んαγ毎e砒勿¢εαπ七勾面0肥3という

　　叢書が刊行されているが、ζμらも古文書め裡製を集匂した．ものである”。．こあ三代ほ

　　書誌学の新．しい方齢が提唱．され・・．1辞の礁で印賭を特写織標する琳史的方

　　法で有名をHenty．　Bradshaw〈1831－86）の名を．冠したロンド）／の．Heb尊Bradshaw

　　S6，・i・・yが1．890ffよ．り4nChiphbn・T〃・fB・ゆやst・ω・．廊5・醇鴫野を刊行し

壽濃欝雲脚ゆi811年かr物9轡即岬6ζ雀羅集力1干1．

　　　ヴァチ．カン図書館の所蔵する写本の複製を刊行する事業は1889年からσ。dice3，
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V醐。α幅8θeZec痴pん。オ。匁p乞ceという、叢害で始まり、：その他いくつかの叢書が刊行さ

れそ来ており、日本の岩波書店もこの事業に塗中力｝ら参加している。．戦後には複製技

御が格段に進歩し、Akadep斗ischllIDruck一　u．　VerlagSanstalt、　Edilans　Il　Bulino　Edizioni，

D’A・t・、F・an・・c・・im・P・ni・i、　M・1・i・・EditQ・、　scrip七・・i・m　Edi・i6・・s、、　T・・七im・・iQ

Compafia　Editoria1．といった出版社が美しい彩色写本の複製を刊行しているg

　後出のZotter目録によれば、新刊ファグシミリの点数は年によって豪き．く異なりぺ．

特に二つの世界大戦時には殆ど刊行されていない。L方、刊行点数の多かった（25点

以上）年代は1909年、1960年11g73年、1977年である。

　最近ではCD－ROM形態でも刊行され、「Thebdore　Psαlter〈一Book　o！Kells、’

Beoω瞭、　W’ycliffe　Bible等はCD　t　ROMでも見ることが出来る。

ファクシミリ目録の例

　「以上のように多数刊行されて来ている写本ρファクシミリ’は・特に古い資料を所蔵

している図書館では熱心な収集対象となっており、写本を扱っている部局がファクシ

ミリも管理している例・（英国図書館やフランス国立図書館等）もある。また、ファク

シミリの展示会もしばしば行なわれており、筆者の知る限りで．も1984年に東京芸術大

学で「西洋中世の彩飾写本：・ファクシミリ展」が開かれ、東京都立中央図書館では

・1998年に「美しき華飾写本」ρ．という常設展示を行な？℃いるし，同年、．濁協大学図書

館でも「西洋中世写本ファクi’ミレ版コレクション展」が行なわれ・同大学では2002

年にも展示二四なつ．ているg・ま1：海外では、1988年にルクセンブルグ国立図書鯨で

、Oopie　02L　fαc－8imilと題．した三二会が行なわれてお1？，いずれ．も解説目録が刊行され

ている。

　プアクシミリの収集に熱心な図書館は所蔵するファク’シミリの目録を刊行しており、

早い例としてはフランス国立図書館のListes　des　reCZLeilS　de　fαC－simi16S’et　des

γe
ﾗ。面。舌面π5de　m，απu8c競8．1．（1903）．があり、同じ頃、　R．　Poupardin　e七al．’：Li3tes

des　reeueiZ8　de　f⑱c－simi16s　et　chαrtes　．．（Bruxelles，1905）’、も刊行されている。また、

古文書学’・写本学全般の諦であるL・・E・B・y1・・M・di・vα1・1・tin・P・Z…9・α伽・・

瞥響御漏卿価胆nω・1馴ま77クシ、ミリ版画を多郷

　しかし、複製写本を最も網羅的、体系的に収録した目録はH：ans　und　H：eidi　Zotter：

．BibliograPhig　Faksimilierter　Handschriftenである。初版は1976年に刊行され、

収録数は637件（件数はオリジナル写本の数で、複製の刊行数ではない。伺じ写本に

対し何種類も複製が刊行されている場合もある）．であったが、・1992年には第2版が刊

．行ざれ・耳早回数も1・q52件に増えている・．1996年にはフロッピイニディスク版も刊行さ

μ・1999年か．らはインターネット「上でも公開されている（アドレスはht七P：／／wwwl≧fuヰ

9・a・．a・．at／ub／…a／fak・bib／）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シュポ　ル　この目録は写本の所在都市、所蔵館、・写本番号＼著者・書名、，’全葉数、支えの材質、
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サイ客・筆写者・地1年、複製の書誌事項、複製のタイプく完全か部分か、原色か単

色か、・解説の様態）等を記載してお．り、後出の「複製西洋中世写本目録」もこのスタ

イルを踏襲している。ちなみに、、Zo七七efに収載されている写本の所在都市を収載点数

め多、い順に三二てみると次9）ように：なる。即ち・ノ！リ99・ヴァチカン85・ロシドン、

66、’ウィーン59、Pペンハーゲン53、ミュンヘン36、オックスフォード「34、ストッ

クホルム30とい・う順になっている。

　現在で1ま、所蔵するファクシミワ写本の目録をインターネット上で公開してY・る図

書：館もあり・例えばMichigan　S七a七e　University　Libraries、　Pennsylvania・S七a七e’University

．　Libraries．’　Library　of　Mediev．al　lnstitute？，Universit．y　of　Nbtre　Dame．　UniVerSity　bf．

、North　Carolina　a七Chapel　Hi11、　S七anford　Uniyersi七y　Libtaries等の目録をネット上で

見ることが出来る。．

　インターネット上のファクシミリ　　’　「・　．　1・

　最後にインタ」ネッふ上に公開されosる中揖写本につ吟で簡単に述べそおきた

い。御承知Q、よう．に、現在、インタ信ネット上でグLテンベルクの『42行聖書』．は4

部が全文画像公開ざれている（塵鷹大学’HUMI　Ptojectによるもの、　British　Library

所蔵の．も．の2点、NiedersachsiSghe　S七aa七s一・　und　Uni∀ersita㌻sbiblio七hek　G6七七i496n所

蔵のもの）。．・さらに他のゴビL一・．もデジタル化されつづあると聞く。・今後はもっと公国

が準むであろう・中世写本のデジタル化で％駆を果た．レたのはフランス国立図言館の｝

展示今サイトbe‘roi　dharles　V　e七son　te卑ps（1338－i380）．であった。同サイトでは

「フロワサール年代記」「カタ六甲や図」「フランス大年代記」等が公開されている。

オ、ックス・ブォTド大学も写本の公開を踏めており、Early　Manusρrip七s　a七　Oxford

Universityというサイ．トではボド．レイ図書館の持つプラ、トン「ティ「tt土ウス」． 窿潤[
パス・，クリスティ学寮の持つ「農夫ピァズ」等の写本を見ることが出来る。さらには

以下のようなサイトが写本の公開に熱心である。

　　DScriptprium　（BrighaM　Yoting　University）

　　TTb・　Ri・h6s　H・u・e．・dg　M・y・n睡（U・i・・lr・i七y　gf　llli・・i・）、

　　Aberdeen　Bes七iary（University　bf　Aberde6h）　，　　　　「　　　　’t／．1．

　　Hill　Monas七ic　Manusc等ip七Library　　　　　’、　　．・・　．　、

　　Leaves　of　Gold．　（Philadelphia　Museum　of　Art）

断片の公開を含めると、さらに多数のサイトで中世写本を見るととが出来る。紙形態

のファクシミリだけでなく、ネット上の写本を利用すると、かつそは近寄りがたかっ

た中世写本に容易に接することが出来るのである。’

（おりた　ひろはる　書誌部外国．図書・特別資料課）
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